
聴覚障がい学生の主体的な講義参加を可能にする	
 

手書きノートテイク支援システム（第３報）	
 
Development of a handwriting note-taking system 

 for helping hard-of-hearing students participate in lectures (Part 3） 
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1.	
 はじめに	
 

	
 高等教育機関において，障がいがある学生にたい

する合理的配慮の重要性が認識されつつある．筆者

等は過去のカンファレンスにおいて，聴覚に障がい

がある学生にたいする情報保障の現状と内在する問

題点を明らかにするとともに改善提案をおこなって

きた 1)2)3)4)．今回，これまでに開発したシステムを

もとに，利用当事者から強く要望されていた，授業

中に配付される資料をその場で画像として取り込み，

それに手書きで書き込むことができる機能を新たに

開発したので報告する．	
 

	
 

2.	
 取り組みの背景と改善提案	
 

	
 本研究は，筆者の一人が教壇に立って講義をして

いる時に感じた「違和感」がきっかけとなって始ま

った．その違和感とは，情報保障を受けている聴覚

障がい学生が，両側を支援者に挟まれた状態で教室

の最前列に着席し受講していること，聴覚障がい学

生の視線は支援者であるノートテイカーが書き取っ

ているノートや，パソコン表示画面に釘付けになっ

ており講師やスクリーンに投影された情報に目が向

くことが少ないなどである．（Fig.1左）	
 

	
 筆者等は聴覚に障がいがある学生が支援者（ノー

トテイカー）と隣り合うことなく教室内で自由に着

席し，情報保障を受けながら授業に主体的に参加す

ることが可能になるシステムを提案した 1)3)4)．ドッ

トパターンが印刷されたノートにデジタルペン

（Anoto	
 Pen）で書き込まれた講義内容がタブレット

一般的な支援方法	
 

 
提案する支援方法	
 

	
 

 Fig.1	
 ノートテイク支援における改善提案	
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端末に表示され，Wi-Fi ルータを経由して被支援者

の手元のタブレット端末に表示されるというもので

ある．（Fig.1右）	
 これにより，支援者からの情報

保障だけでなく講師が提示するスクリーンに投影さ

れた情報，講師の表情や口の動きをも確認しやすく

なる．	
 

	
 なお，ノートテイクには，パソコンを用いた方法

と手書きによる方法があるが，本研究では依然とし

て強いニーズがある手書きノートテイクに焦点をあ

てて検討を進めている．	
 

	
 

3.新たに追加した画像取り込み機能	
 

	
 これまで実際の教場での1年間以上にわたる試験

運用を実施してきた．その過程において，複数の被

支援者から「教室で配付された資料とノートテイク

による情報保障の内容を関連づけさせて提示してほ

しい」という強い要望が出されていた．	
 

	
 そこで，Fig.2，3に示すような機能を新たに開発

した．授業開始直前，あるいは授業中に配付された

資料を，支援者がタブレット端末内蔵カメラ機能で

写真撮影する．写真データを20個の格納場所の任意

のところに保存する．支援者は情報保障の最中に，

講義のタイミングに合わせて画像データを呼び出し，

ドット付きペーパーに書き込んだ内容が画像と重ね

合わせて表示される．なお，ドット付きペーパーと

タブレット画面上には，両者の相対的位置関係を示

すマーク複数配置してあり，書き込み位置のおおま

かな位置合わせができるようにしている．	
 

	
 

4.今後の方針	
 

	
 教場での試験運用ととおしてさらなる改善を行い，

近い将来，広く活用できる支援システムに発展させ

たい．	
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Fig.2	
 画像取り込み・情報書き込み機能	
 

 

Fig.3	
 取り込んだ画像に手書きで情報を加える 
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